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本書は， Kりln大学外科教室内の生化学と実験研究室長である Struck教股がまとめた「実験医
学」のテキストであるo一部は， G出 tingen大学生理学の Cott博士， Ruhr大学外科の Eigler・
教授と Littman博士， Bonn大学薬理学の Karzel教授らの協力を得てまとめられている。
実験医学と言えば， Abderhaldenの Handbuchder biologischen Arbeitsmethodenの大著
が思い出されるわけであるが，本書の意図するところは，そのようなすべての領野を抱含し，多数
の冊子からなる Handbuchを提供しようというのではない。著者は，若い医学者あるいは大学卒
業期の学生などに対し，実験の準備，検体の求め方，実施法，記録の方法， dataの整理，解釈を
誤らないための注意など，初心者の入門書として意を用いたとしている。
また，実験医学のすべてについて述べることは不可能で、あるので，いくつかのトピックスをえら
び， 14章から構成されている。
各章の記述は，大凡一定の順序に従った。最初は，その課題についての理論的導入を解説し，つ
いで重要な問題点を述べ，検索方法のあまらしについて原則を手短かに説明し，一つの方法の実施
について具体的に述式た。本の最後には，各章毎に文献を付し，よりくわしい検索のための助けと
した。
以上が，第 l章の前おきを中心にして説明された本書の概要である。
第 2章は，実験の実施についての一般的注意を述べた。実験計画実施評価の 3段階にわたって，
実験の目的設定から原稿の作成に至るまでの注意すべき要点を解説した。
第 3章は，統計に関する知識を述べた。実験 dataの処理についての一般的示唆にはじまり， t 
分布， F分布，相関，回帰係数などの実施法まで示した。
第 4章は実験動物に関する記述である。動物の取扱いに関する一般的注意，飼育，栄養法につづ
いて，マウスとラット，ハムスターとモルモット，ウサギ?とネコ， イヌ， ミニブタ， カエj サ レ，
Jレ，ニワトリなどについて，実験に必要な発育，局所解剖の知識などを述べた。
第 5章は，動物への侵襲に関する注意で，固定法，麻酔，採血，薬品投与法，致死法と死体検索
法，包帯固定法などが述べられた。
第6章は，消毒および滅菌法につき解説した。
第 7章は"体内の化学工場として細胞」と題して，細胞の構造，細胞の分画法，細胞核， ミトコ
ンドリア， リゾゾーム，マイクロゾーム分画，細胞原形質，細胞，組織および器官培養につき実施
法を述べた。
第 8章は，膜および身体内の関門について述べた。膜モデ、jレの解説から，問題点，検索法の実際
にふれた。ついで，胎盤，脳血液の関門，神経膜，腸，腎臓上皮， 1賄胞上皮，血管膜，体液の分画
とそのスペースなどにつき同様の手順で解説された。
第 9章は，輸送現象で，細胞内での輸送，細織内での輸送，血液における輸送，代謝活動を介し
ての輸送の 4項目にわたって解説された。
第 10章は，心臓と循環と題し，呼吸と麻酔，心電|立1，血圧測定法， 血液量(全血， 心拍出量，
心室容量)の測定，臓器謹流量の測定につき解説した。
第 1章は，保存法と題して，凍結乾燥， deep freezing，i整流による低体温保存，化学的保存法
につき述べた。
サとしては生理学的機(1章は臓器濯流法とその生理学的諸問題につき述べた。臓器潅流の目12第
能の評価，薬剤の局所的作用の検証， 1臓器保存の 3つがあげられた。瀧流系について，ポンプの種
類，酸素投与法，熱交換器，湛流液，潜流系の組立てが述べられた。生体内瀧流法として，全身、潜
流，心臓，頭部，肝臓，腎臓の瀧流があげられている。生体外での瀧流法に，腎臓，肝臓，および
四肢の瀧流を述べた。臓器保存の目的のために，腎臓，血li臓と肝臓，心臓を濯流する際の問題点が
指摘された。最後に，横隔膜，勝脱，皮膚膜などの分離された標本のとり扱いにつき触れた。
第 13章は， 薬理学的実験法につき述べられた。薬理学的実験法の特徴，薬剤作用機序に関する
一般的な問題として，薬剤の投与，薬剤の吸収，細胞内への移行，細胞内での輸送，吸収局所にお
ける個々の問題点，薬剤の臓器開分布などが述べられた。次に薬剤の Biotransformation と題し
て，その機構，薬剤の代謝による実験への影響，実験法などにつき解説した。
第 14章は，免疫学的領域についてまとめられた。第 Iに， 抗原と抗体につき解説し， 問題点と
実験方法につきくわしく述べられた。第 2に移植に関する問題点，第 3にはアレルギーにつき述べ
た。
付録として，質量の記号，数字および物理学の恒数，濃度表示，緩衝液，生理的食塩水などの人
工液の組成，体表面積のノモグラム，血撲の電解質組成の mgfdlから mva1flなどへの換算表な
どがのせられている。
以上，医学実験法の基本から説き起し，今日大切とされているいくつかのトピックスがカバーさ
れている。 up-to-dateな実験法がよく説明されているので，この領域での実験にとり組もうとす
る初心者にとって，極めて有用なテキストであると言えよう。(本田良行)
〔千葉医学 51，293，-，294，1975) 
